
号外（第５７号） 千西一遇 令和元年７月１９日（金）

上田西 準決勝へ

３回裏、井出のタイムリースリーベースによってホームに生還する一之瀬（写真左）撮影＝奈良本梓

号外（第５７号）

発行

2019年

７月１９日（金）

上田西高校
新聞委員会
編集局

編集局長：下谷梓

号外

７
月
18
日
（
木
）
第
１
０
１
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
長
野
大
会
準
々
決
勝
が
行
わ
れ
、
本
校
硬
式
野
球
部
は
長
野
日

大
と
対
戦
。
上
田
西
は
３
回
裏
に
押
し
出
し
四
球
や
井
出
恭
太
郎
（
進
学
３
年
＝
野
沢
）
の
タ
イ
ム
リ
ー
ス
リ
ー
ベ
ー
ス
で
４

点
を
得
る
と
４
回
に
は
打
線
が
爆
発
し
一
挙
６
得
点
を
挙
げ
た
。
結
果
、
10
対
０
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）
と
長
野
日
大
を
大
差
で

下
し
、
２
年
連
続
の
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。
次
戦
は
20
日
（
土
）
に
飯
山
高
校
と
対
戦
す
る
。
勝
利
す
れ
ば
２
年
連
続
の
決

勝
の
舞
台
進
出
と
な
り
優
勝
に
期
待
が
か
か
る
。

こ
の
試
合
、
先
発
投
手
を
務
め
た
の
は
エ
ー

ス
阿
部
。
立
ち
上
が
り
、
最
初
の
打
者
を
三
振

で
抑
え
る
と
、
続
く
打
者
も
シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
イ
、

三
振
と
し
、
初
回
を
三
者
凡
退
に
抑
え
た
。
阿

部
は
こ
の
試
合
、
「
い
い
ボ
ー
ル
（
ス
ト
レ
ー

ト
）
を
自
信
を
持
っ
て
投
げ
ら
れ
た
」
と
話
す

よ
う
に
、
ス
ト
レ
ー
ト
の
走
り
も
よ
く
絶
好
の

立
ち
上
が
り
を
見
せ
た
。
２
回
表
に
は
、
四
球

と
ツ
ー
ベ
ー
ス
な
ど
で
、
１
死
２
、
３
塁
と
ピ

ン
チ
を
招
く
が
、
「
外
野
フ
ラ
イ
で
も
１
点
と

い
う
場
面
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
は
絶
対
三
振
を

取
る
」
と
気
持
ち
を
込
め
た
。
結
果
、
続
く
打

者
を
三
振
、
セ
カ
ン
ド
フ
ラ
イ
と
打
ち
取
っ
た
。

３
回
、
４
回
は
と
も
に
三
者
凡
退
で
抑
え
、
流

れ
を
相
手
に
渡
さ
な
か
っ
た
。

右
肩
痛
に
よ
り
春
の
大
会
は
ベ
ン
チ
を
外
れ

た
阿
部
。
こ
の
試
合
は
、
自
己
最
速
と
な
る
１

４
４
キ
ロ
を
記
録
す
る
な
ど
力
投
し
、
４
回
を

無
失
点
、
奪
三
振
５
、
被
安
打

1
、
四
死
球

1
と
し
た
。
「
力
が
入
っ
た
」
と
本
人
が
話

す
よ
う
に
高
め
に
抜
け
る
ボ
ー
ル
も
あ
っ
た
が

し
っ
か
り
と
エ
ー
ス
の
役
目
を
果
た
し
た
。

原
監
督
は
怪
我
か
ら
復
帰
し
た
エ
ー
ス

の
調
子
を
「
8
合
目
」
と
評
価
。
阿
部
自

身
も｢

全
て
決
勝
の
た
め
に
合
わ
せ
て
い
る｣

と
話
す
。
今
大
会
初
め
て
の
球
場
で
あ
っ

た
か
ら
か
、
制
球
に
苦
し
む
場
面
も
あ
っ

た
が｢

全
て
の
打
者
か
ら
三
振
を
取
る
と
い

う
意
識
で
投
げ
た｣

と
エ
ー
ス
は
今
日
の
試

合
を
振
り
返
っ
て
話
し
た
。
（
中
村
泉
咲
）

力投したエースの阿部

撮影＝長坂萌依子

阿
部
、日
大
打
線
を
寄
せ
付
け
ず

自
己
最
速
の
１
４
４
キ
ロ
を
記
録
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ト
レ
ー
ト
を
狙
っ
て
い
た
」
と
い
う
続

く
７
番
井
出
が
、
狙
い
通
り
の
イ
ン
コ
ー

ス
の
ス
ト
レ
ー
ト
を
ラ
イ
ト
線
に
運
び
、

上
田
西
は
一
挙
３
点
を
追
加
し
た
。
続

く
４
回
の
裏
に
も
、
１
死
満
塁
の
チ
ャ

ン
ス
で
４
番
宮
坂
愛
斗
（
進
学
３
年
＝

上
田
第
六
）
の
セ
ン
タ
ー
前
へ
の
２
点

タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
６
点
を
挙

げ
た
上
田
西
は
５
回
表
を
０
点
で
抑
え
、

５
回

10
点
差
と
し
、
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム
が
成
立
し
た
。

今
回
の
試
合
に
つ
い
て
原
公
彦
監
督
は
、

「
球
場
が
上
田
か
ら
松
本
に
変
わ
っ
て
選
手

は
緊
張
し
て
い
た
が
、
試
合
前
の
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

試
合
に
臨
め
た
」
と
話
し
た
。
自
己
最
速
の

１
４
４
キ
ロ
を
記
録
し
た
エ
ー
ス
の
阿
部
巧

雅
（
進
学
２
年
＝
上
田
第
六
）
に
つ
い
て
は
、

「
だ
ん
だ
ん
調
子
が
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
話
し
、
決
勝
に
向
け
て
順
調
に
調
整
が
で

き
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

準
決
勝
を
戦
う
飯
山
高
校
に
は
今
春
、
練

習
試
合
で
対
戦
し
７
対
０
で
勝
利
し
た
そ
う

だ
。
準
決
勝
に
向
け
て
原
監
督
は
「
力
的
に

は
ウ
チ
が
上
。
し
っ
か
り
練
習
し
て
臨
み
た

い
」
と
話
し
た
。
準
決
勝
、
決
勝
に
つ
い
て
、

主
将
の
宮
坂
は
「
み
ん
な
で
同
じ
方
向
を
向

い
て
全
員
で
全
力
で
勝
ち
に
い
く
」
原
監
督

は
「
一
個
ず
つ
。
最
終
的
に
優
勝
す
れ
ば
い

い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
た
。
（
松
木
萌
愛
）

初
回
、
上
田
西
は
、
１
番
齋
藤
慶
喜

（
進
学
３
年
＝
上
田
第
六
）
が
四
球
を
選

び
、
す
か
さ
ず
盗
塁
を
試
み
た
が
失
敗
に

終
わ
る
。
直
後
の
２
回
表
に
、
1
死
2・

3
塁
の
ピ
ン
チ
を
凌
ぐ
と
、
３
回
の
裏

上
田
西
は
、
２
死
満
塁
か
ら
「
下
の
ボ
ー

ル
は
捨
て
て
浮
い
た
ボ
ー
ル
は
し
っ
か
り

振
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
打
席
に

立
っ
た
と
い
う
６
番
一
ノ
瀬
文
哉
（
進
学

３
年
＝
鼎
）
が
、
粘
っ
た
末
に
押
し
出
し

四
球
を
選
び
先
制
点
を
挙
げ
た
。
打
席
の

途
中
で
送
ら
れ
た
伝
令
か
ら
は
「
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
よ
う
に
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た

と
い
う
。
す
る
と
、
「
イ
ン
コ
ー
ス
の
ス

打
線
爆
発

10
得
点

今大会好調を維持する井出

撮影＝長坂萌依子

ボ
ー
ル
見
極
め
、
「
好
球
必
打
」


